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福島ロータリークラブ会報

2023-24 RI会長　ゴードン R. マッキナリー

18vol.
■例会場　福島市上町4-30 クーラクーリアンテ サンパレス
■例会日　木曜日12：30

［ホームページ］ ［Facebook］

2023.12.14 thu

　 会 長 あ い さ つ 　

例 会 次 第

本 日 の プ ロ グ ラ ム

　皆さん、こんにちは。
　本日もたくさんの皆さまと例
会が開催できますこと、大変嬉
しく存じます。
　ただ今は、2024-25年度役員理
事について、皆さまからご承認

をいただき有難うございました。菅沼次年度会長おめでと
うございます、あとたったの19回で会長ご就任です。残り
少ないエレクト年度を存分にお楽しみ下さい。
　さてちまたでは、街路樹にイルミネーションの飾り付け
がされたり、クリスマスツリーが飾られたりしています。
国道13号バイパス通称西道路COOPふくしま交差点の、
この時期の大渋滞は近隣住民にとっては毎年年末恒例の
ことであり、きっとお父さんサンタ・お母さんサンタはた
またお爺ちゃんサンタ・お婆ちゃんサンタが子や孫への
プレゼントを買うためにトイザらスに向かっていたので
しょう。そうこうしているうちに、2022年令和5年も残り
僅か、例会も次週年忘れ家族夜間例会を残すのみとなりま
した。会員皆さまのご協力お支えのおかげで、あっと言う
間の半年でした。心より感謝申し上げます。
　12月8日（金）第6回会長幹事会がウエディングエルティ
にて開催され、2024年の分区事業について協議いたしま
した。1月4日（木）の市内クラブ合同新年会に始まり、1
月13日（土）青少年会議、2月10日（土）次期幹事セミナー、
3月16日（土）IM、4月13日（土）新会員セミナー、4月20
日（土）分区親善ゴルフ大会、6月1日（土）分区RC会員大
交流会の予定を確認しました。
　前述のように、2024年も年始からたくさんの分区事業
が予定されております、今後正式にご案内をさせていただ
きますので、皆さまのご協力を改めてお願いいたします。
更に3月6日（水）会場未定ですが、台湾各地RCメンバー
十数名の方々が来福し、歓迎懇親会が開催される予定で
す。こちらも後日正式にご案内予定ですので、ご都合いた
だけますよう併せてお願いいたします。
　去る12月11日（月）には、石林福島駅前店において、当
クラブの女子会が開催され、私と中川幹事もお声がけいた
だき、楽しい時間を共有いたしました。

　本日は会長スピーチの時間を設けておりますが、過日開
催されました国際ロータリー 2023年決議審議会の決定報
告書が届いておりますので、皆さまにご報告させていただ
きたいと思います。
　第18回例会に当たり、会長あいさつとさせていただき
ます。

2023-24年度会長　　　箱岩　偉

管野裕一  会員

鈴木朋恵 委員長

八巻恵一 委員

ロータリー・ソング「我らの生業」
	 ソングリーダー　管野裕一 会員

米山記念奨学会 感謝状伝達	
※今年度より第10回メジャードナーとな

られた方にはルビーのピンバッジが贈
呈されます。

第55回メジャードナー　米山功労者
	 加藤義朋 会員
第10回メジャードナー　米山功労者
	 佐藤英典 会員・小林仁一 会員
第 3回 マルチプル　米山功労者
	 大槻美恵子 会員
第 2回 マルチプル　米山功労者
	 菅沼 裕 会員
第 1回 米山功労者　	 岡田新也 会員

年次総会

■各委員会報告
　公共イメージ委員会　｢友12月号｣紹介
	 鈴木朋恵 委員長
　例会小委員会　ニコニコBOX担当
	 八巻恵一 委員

会長スピーチ	 箱岩 偉 会長
クラブ協議会　
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的負担が大きくなっているのも事実である。

　よって、国際ロータリーの決議により、国際ロータリー
理事会は、世界規模でロータリーの奉仕活動を支える、
コーポレート・パートナーシップを築くことを検討するも
のとする。

趣旨および効果
　社会的責任を果たすことを企業理念に掲げ、利益を社会
に還元している⺠間企業は多く存在している。

　ロータリーが持つ世界的ネットワークを生かした、奉
仕活動を支援したいと考える企業ニーズは相当の数存在
する。

　ロータリーの奉仕活動に対し、純粋な慈善活動として世
界規模で支援を提供できるコーポレート・パートナーシッ
プを築くことは、ロータリーを新たな次元に引き上げるこ
とになる。

財務上の影響
　本決議案はRIに財務上の影響を及ぼす可能性があるが、
現時点でその額を特定することはできない。かかる費用
は、この目標を達成するためにRI理事会が提供する支援
の範囲と内容に左右されると思われる。

決議案23R-25
　RIのプロセス改善とコスト削減に関する定期的な現状
報告をするようRI理事会に要請する件

提案者：前橋ロータリークラブ（第2840地区、日本）
　2022年規定審議会では、「5年間の財務見通し」を根拠に
人頭分担金の大幅増額が決定された。

　RI理事会提案の制定案22-46「人頭分担金を増額する件」
の審議は激しい議論の末、賛成285、反対205で採択された。
反対票が有効投票数の41.8％に達したことを過小評価すべ
きではない。本件の審議が紛糾したのは、「5年間の財務見
通し」が大雑把な収入と支出の見通しを説明するだけで、
収入に見合った適切な支出の具体的な計画が示されていな
いので、多くの代表議員にとって説得力がなかったためだ
と考えられる。

　「5年間の財務見通し」では、支出に関して「理事会と事
務局は、プロセスの改善とコスト削減のためのリサーチと
対応を続ける…」と表明されている。しかし	、リサーチや
対応の具体策については明示されていない。

　RI理事会はプロセスの改善とコスト削減のための具体
的実施策を「5年間の財務見通し」とは別に、年に1度定期
的に全クラブおよび地区代表議員に報告し、説明責任を果
たすべきである。

　よって、国際ロータリーの決議により、国際ロータリー
理事会は、RIのプロセス改善とコスト削減の定期的な現状
報告をすることを検討するものとする。

趣旨および効果
　本決議案は、人頭分担金増額の根拠になっている「5年間
の財務見通し」では説明不十分な、収入と支出の健全なバ
ランスを保つための、プロセスの見直しやコスト削減の定
期的な経過報告を求めるものである。

福島ロータリークラブ　 

箱岩 偉 会長

　会長スピーチでは、国際ロータリー2023年決議審議会・
決定報告書より、日本のクラブから提案され採択された4
件を重点的に解説しました。

決議案23R-09
　地域化の試験的プロジェクトの目的と実施方法を詳細に
説明することを検討するようRI理事会に要請する件

提案者：	 東京江東ロータリークラブ（第2580地区、日本）
　2022年の規定審議会で採択された、RI細則14.030.「試験
的プロジェクトを通じた監督」の規定に基づいて、RIBI内
および／またはオーストラリアまたはニュージーランドを
含むゾーン内にあるクラブで、試験的プロジェクトを行う
ことになった。

　しかし、その試験的プロジェクトの目的や具体的な実施
方法が、細則の中で具体的に示されているわけではないの
で不明である。そのため、例えば、地域的な制度を採用す
る場合、または地域の事務局をより幅広く利用する場合、
それがRIの小型化につながるのかどうかなど、これらの
試験的プロジェクトが現在のガバナー制度に与える影響に
ついて、さまざまな疑念を生じている。

　よって、国際ロータリーの決議により、国際ロータリー
理事会は、地域化の試験的プロジェクトの目的と実施方法
を詳細に説明することを検討するものとする。

趣旨および効果
　これまで、「ロータリーの未来形成」の範囲内で、地域化
の試験的プロジェクトとして限られた地域で実施するため
に縮小された具体的な活動の詳細について、私たちは情報
を受けてこなかった。試験的プロジェクトについて明確な
説明がなければ、十分に理解することはできない。そのた
め、地域化の試験的プロジェクトの目的と実施方法をでき
るだけ詳細に説明することを検討するようRI理事会に提
案する。

財務上の影響
　本決議案は、国際ロータリーに大きな財務上の影響を与
えることはないと思われる。

決議案23R-15
　世界規模でロータリー奉仕活動を支えるコーポレート・
パートナーシップを築くことを検討するようRI理事会に
要請する件

提案者：大阪ロータリークラブ（第2660地区、日本）
　昨今、国際ロータリーは国連、WHO、ユニセフや、奉仕活
動を実施するその他のNGOとのパートナーシップを締結
し、協力関係を強固なものにすることに力点を置いている。

　パートナーシップに基づいた奉仕活動、特に七つの重点
分野に関連した奉仕活動は充実してきたが、これらの奉仕
活動を支えるため、ロータリー会員に課せられている経済

本 日 の プ ロ グ ラ ム

会 長 ス ピ ー チ
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　RI理事会と事務局が、重要なステークホルダーであるク
ラブに対して、その経営努力についての具体的な説明責任
を果たすことで、規定審議会における人頭分担金に関する
制定案の説得力が高まり、審議の質が高まることが期待で
きる。

財務上の影響
　本決議案は、国際ロータリーに大きな財務上の影響を与
えることはないと思われる。RIのプロセス改善とコスト削
減に関する定期的な現状報告をするために、大きな費用は
かからないと思われる。

決議案23R-26
　事務総⻑の資格要件をRIの組織規程で明確化する⽴法
案を今後の規定審議会に提案することを検討するようRI
理事会に要請する件

提案者：敦賀ロータリークラブ（第2650地区、日本）
　RI細則第6.050.節には、事務総⻑を除くRIの全役員の資
格要件が明確に規定されている。RI細則第6.040.節は、「理
事会はロータリアンを事務総⻑として選出」とのみ規定し
ている。

　時間とともに、事務総⻑の役割は変化してきた。ロー
タリー設⽴当初、事務総⻑はRIの常勤役員（active 
managing officer）を務めていた。その⽴場は2019年の規
定審議会でRIの最高経営責任者（chief executive officer）

となり、その役割と責務は大きく変化し、また重くなった。

　今やRIの最高経営責任者となった事務総⻑の資格要件
は、組織規定で明確に定める必要がある。

　よって、国際ロータリーの決議により、国際ロータリー
理事会は、事務総⻑の資格要件をRIの組織規定で明確化
する⽴法案を今後の規定審議会に提案することを検討する
ものとする。

趣旨および効果
　ロータリー創設時、事務総⻑の⽴場はRIの常勤役員（the 
active managing officer of Rotary International）であった。
その⽴場は、1995年に最高管理役員（chief administrative 
officer of RI）となり、2010年に最高執行責任者（chief 
operating officer of RI）となり、2019年に最高経営責任者
（RI's chief executive officer）となった。しかし、この間、役
割の明確な資格要件は規定されてない。

　RI会⻑や理事会に代わり、重要な決定を下すRIの最高
経営責任者である事務総	⻑の資格要件は、RIの組織規定に
正式に盛り込まれるべきである。

財務上の影響
　本決議案は、国際ロータリーに大きな財務上の影響を与
えることはないと思われる。

ク ラ ブ 協 議 会 年 次 総 会

■役員	
　会長　　　　　菅沼　　裕　　会計　　　　　佐藤　充孝
　会長エレクト　佐藤美奈子　　SAA	   古俣　　猛
　副会長　　　　横山　　淳　　直前会長　　　箱岩　　偉
　幹事　　　　　岡田　新也
■理事	
　加納　武志　　八巻　恵一　　管野　裕一　　吉田　大樹 
　佐藤　良智　　中川　宏生　　大槻美恵子　　佐藤　永之
　渡辺　泰子　　小原　孝嗣　　相良　元章	
■監事
　坪井　大雄　　森岡　幸江
※例会終了後、福島RC細則第3条第2節に則り次年度理事

会を開催し、副SAA、副幹事を選出しました。

■副幹事
　藤井　　守　　中尾　　勉　　村山由美子
■副SAA
　安藤　正明　　本多修一朗　　三宅　一秀	

福島ロータリークラブ　2024-25 年度　役員・理事

菅沼 裕 会員中川宏生 幹事

（敬称略）

　各委員会毎に分かれ、委員長を中心に下半期の活動
について協議していただきました。

　クラブ細則第 5条第 1節に則り年次総会を開催し、前
年度会計、今年度会計中間報告、次年度の役員理事候補
者の選挙が行われました。
　11 月 2 日開催の指名委員会にて指名された役員・理
事候補者が箱岩会長より読み上げられ、多数の拍手を
もって選任されました。
　続いて次年度会長菅沼裕会員よりご挨拶をいただきま
した。
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幹事報告
●12/11（月）に福島

大学附属中学校を訪
問し、甚野隆洋教頭
先生に腰塚氏の著書

「今こそ大切にした
い教育」の寄贈を行
いましたのでご報告
いたします。

●例会終了後、次年度理事会を開催します。先ほど選任
されました次年度理事の方はご出席お願いします。

●次年度理事会終了後、地区副幹事打ち合わせを行い
ます。

●12/17（日）13時より阿久津塾「寛容塾」Zoomが開
催されます。先週ご案内した時間より開始時間が早く
なっておりますのでご注意ください。当クラブより右
近ガバナー、 相良元章会員、加藤義朋会員、小林仁一会
員、善方邦彦会員、岡田新也会員、鈴木恭一会員 、加藤
弘樹会員、中川宏生幹事が出席いたします。

●12/21（木）年忘れ家族夜間例会は 18 時 30 分より会
場はサンパレスにて開催いたします。

●12月ロータリーレートは１ドル147円となりますの
でお知らせいたします。

［メッセージ会員］
●後藤 忠久 会員
　米国FRBが金利を据え置き、日銀の植田総裁が金融緩和
見直しの発言をされました。為替の動向が心配です。
●幡 研一 会員
　会長スピーチに期待して。
●他に 安藤健次郎／安藤正明／今津啓司／氏家有紀／内池 浩

／岡田新也／小原 敏／小原孝嗣／加藤裕司／加納武志／日下
部達／五阿弥宏安／小林仁一／古俣 猛／佐藤英典／佐藤充孝
／佐藤良智／白岩康夫／菅沼 裕／鈴木恭一／鈴木朋恵／反後
太郎／土屋敦雄／坪井大雄／寺田 充／中川宏生／中嶋基晴／
箱岩 偉／藤井 守／本多修一朗／三宅一秀／村上守人／村山成
也／山内修平／八巻恵一／横山 淳／吉田大樹／渡邊 大／渡辺
泰子

ニコニコBOX報告 　本日の投入額 41件　◆報告　八巻恵一  委員

古希の誓い
　この度、私は校長職丸10年、併せ
て70歳、古希の節目の年を迎えまし
た。この節目の年を契機に、今後ど
んなに厳しい時代が来ようとも、福
島東稜高校の建学の精神、「真心教
育」の具現化を目指し、教職員一同

心を一つにして、地元に根付いた教育を通し、地域貢
献できる人材育成に努めます。
　これにより未来永劫磐石な学園学校にすることを
お誓いいたします。今後とも、次の世代を担う子供達
のためにも、ロータリアンの皆様の変わらぬご協力、
ご支援を切にお願い申し上げます。

東稜高等学校
理事長・校長
小原  敏 会員

私のひと言

■12月28日（木）　年末休会
■1月4日（木）	 12：30 〜「ウエディングエルティ」
　【福島市内クラブ新年合同例会】
　ホスト：福島東ロータリークラブ
■1月11日（木）　祝日の為休会
■1月18日（木）	 12：30 〜「クーラクーリアンテ サンパレス」
　【通常例会】
　・職業奉仕月間にちなんで
　　阿久津肇 パストガバナー スピーチ
　　※四つのテスト唱和　　※1月誕生祝い
　　 ※米山記念奨学金支給　※「友」紹介

例 会 プ ロ グ ラ ム の ご 案 内

福 島 R C「 女 性 会 親 睦 会 」開 催

　12/11（月）石林福島駅前
店にて福島RC「女性会親睦
会」開催いたしました。

「今こそ大切にしたい教育」を甚野
隆洋教頭先生に寄贈しました。

■特集 疾病予防と治療月間
認知症を知り、共に生きる
地域づくり

（縦書きP7 〜 P13）
　世界一の長寿国・日本。高齢
者人口の増加に伴い、65歳以上
の認知症の発症者数は600万人
に達しています。また、警察庁に
よると、認知症が原因で行方不
明になった人は昨年1年間で過
去最多の約1.9万人（延べ人数）。
そのまま事故などで命を落とす
人もいます。ロータリークラブ
として、この疾病とどう向き合
い、どう行動すればいいのか。そ
の活動事例と、認知症に関する
基礎知識をご紹介します。
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